


河北
か ほ く

潟
がた

干拓
かんたく

の概要
がいよう

 
 

国営
こくえい

河北潟
かほくがた

干拓
かんたく

事業
じぎょう

として、昭和
しょうわ

３８年（１９６３年）に着 手
ちゃくしゅ

し、２３年の

歳月
さいげつ

をかけて、昭和
しょうわ

６１年（１９８６年）に完 了
かんりょう

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河北潟
かほくがた

は、かつての約
やく

１／３の面積
めんせき

に 縮 小
しゅくしょう

しました。 
 

 

豆
まめ

知識
ち し き

   「埋め立て
う  た  

」と「干拓
かんたく

」の違
ちが

いは？ 

埋
う

め立
た

てとは、土
つち

を運
はこ

んできて水面
すいめん

を埋
う

めて陸地化
りくちか

し有効
ゆうこう

な土地
と ち

を 

造成
ぞうせい

します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

干拓
かんたく

とは、最初
さいしょ

に堤防
ていぼう

を築
きず

き、ポンプで中
なか

の水
みず

を排水
はいすい

し 

陸地化
りくちか

します。 

 

 

 
 

 

 

むかしの河北
か ほ く

潟
がた

 
（「河北潟将来構想」河北潟湖沼研究所生物委員会発行より一部抜粋し 

編集しています） 

 

河北潟
かほくがた

の水域
すいいき

環 境
かんきょう

 

 

フ ゴ 

 河北潟
かほくがた

ができあがったときの面積
めんせき

は広大
こうだい

な

ものでした。それが、堆積
たいせき

によりだんだん小
ちい

さ

くなっていきました。しかし、比較的
ひかくてき

深
ふか

いと

ころは陸化
りくか

せずに、孤立
こりつ

した窪地
くぼち

として残
のこ

さ

れました。この窪地
くぼち

がフゴ（不湖）と呼
よ

ばれ

ていました。フゴは、徐
じょ

々
じょ

に埋
う

め立
た

てられ開田
かいでん

されました。 

 

複雑
ふくざつ

な河口域
かこういき

 

 河口
かこう

に堆積
たいせき

した泥
でい

湿地
しっち

のうえにはヨシが繁
しげ

り、延々
えんえん

と続
つづ

く草原
そうげん

が存在
そんざい

していま

した。河口部
か こ う ぶ

は 流
りゅう

路
ろ

が枝
えだ

分
わ

かれして、複雑
ふくざつ

な湖岸
こがん

が形成
けいせい

されていました。 

 

水路
すいろ

 

 潟
かた

の縁
ふち

にはもともと道
みち

はなく、移動
いどう

は舟
ふね

で 行
おこな

っていました。周 辺
しゅうへん

の集 落
しゅうらく

で

は家
いえ

と家
いえ

、家
いえ

と田
た

を結
むす

ぶイタニと呼
よ

ばれる小
こ

舟
ぶね

の通
とお

る水
すい

路
ろ

（舟
ふな

入
いり

川
がわ

）が縦
じゅう

横
おう

に

走
はし

っていました。 

 

湿田
しつでん

 

 河北潟
かほくがた

はだんだんと堆積
たいせき

が進
すす

み小
ちい

さくなっていきました。堆積
たいせき

したあとを埋
う

め

立
た

てたり 小
しょう

規
き

模
ぼ

の干拓
かんたく

を繰
く

り返
かえ

して水
すい

田
でん

を広
ひろ

げていきましたが、もともと低
ひく

い

土
と

地
ち

であるため、潟
かた

近
ちか

くのほとんどの田
た

は大雨
おおあめ

が降
ふ

ると冠水
かんすい

する湿田
しつでん

で、収 穫
しゅうかく

は

あまり良
よ

くありませんでした。 

 

水生
すいせい

植 物
しょくぶつ

が繁茂
はんも

する水辺
みずべ

 

 潟
かた

の水辺
みずべ

は水生
すいせい

植 物
しょくぶつ

が繁茂
はんも

していました。舟
ふね

で潟
かた

に出
で

るときに誤
あやま

って水
みず

草
くさ

の

茂
しげ

っているところに入
はい

るとクロモなどの沈
ちん

水
すい

植
しょく

物
ぶつ

や、ヒシ、アサザなどの浮葉
ふよう

植 物
しょくぶつ

が櫓
ろ

にからみつき、前
まえ

にも後
うし

ろにも進
すす

むことができず苦労
くろう

したそうです。 

 

 河
か

北
ほく

潟
がた

と人
ひと

々
びと

の暮
く

らし 

 

古代
こだい

 

 ５千
せん

年
ねん

前
まえ

に内
うち

灘
なだ

砂
さ

丘
きゅう

の伸
しん

長
ちょう

が進
すす

み、河北潟
かほくがた

は海
うみ

から次第
しだい

に切
き

り離
はな

されまし

た。このころ、河北潟
かほくがた

周 辺
しゅうへん

に住
す

む 縄
じょう

文
もん

人
じん

は潟
かた

や周 辺
しゅうへん

の川
かわ

から貝類
かいるい

を採 集
さいしゅう

し

ていました。かほく市にある上山田
かみやまだ

貝塚
かいづか

の出土品
しゅつどひん

がこのことを示
しめ

しています。 

 また、金沢市
かなざわし

梅田町
うめだまち

で見
み

つかった弥生
やよい

時代
じだい

の水田跡
すいでんあと

や森本
もりもと

丘 陵
きゅうりょう

に点在
てんざい

する

古墳群
こふんぐん

は、河北潟
かほくがた

周 辺
しゅうへん

の肥沃
ひよく

な地域
ちいき

が古
ふる

くから人々
ひとびと

に利用
りよう

されてきたことを

想像
そうぞう

させます。 

 

江戸
え ど

時代
じ だ い

 

 河北潟
かほくがた

周 辺
しゅうへん

を含
ふく

む加賀
か か

平野
へいや

全般
ぜんぱん

は加賀
か が

藩主
はんしゅ

の鷹狩
たかが

りの地
ち

となっており、領 民
りょうみん

が野生
やせい

生物
せいぶつ

を捕
と

ることは固
かた

く禁
きん

じられていました。 

 河北潟
かほくがた

周 辺
しゅうへん

ではシカ、イノシシ、ニホンオオカミなどが目撃
もくげき

されており、大型
おおがた

ほ乳 類
にゅうるい

は多
おお

く生息
せいそく

していたようです。 

また、河川
かせん

や湖沼
こしょう

には「御止場
お と め ば

」と呼
よ

ばれる魚類
ぎょるい

の繁 殖
はんしょく

保護地
ほ ご ち

が設
もう

けられまし

た。河北潟
かほくがた

では、各村
かくむら

ごとに使用
しよう

できる漁具
ぎょぐ

・漁法
ぎょほう

が定
さだ

められていました。 

 

明治
めいじ

から昭和
しょうわ

初期
しょき

 

 河北潟
かほくがた

は、周 辺
しゅうへん

で生活
せいかつ

する漁民
ぎょみん

の重 要
じゅうよう

な

漁 場
ぎょじょう

でした。漁具
ぎょぐ

・漁法
ぎょほう

に地域的
ちいきてき

特 色
とくしょく

があ

り、 向
むこう

粟 崎
あわがさき

の袋 網
ふくろあみ

や大根布
お お ね ぶ

の狩曳網
かりひきあみ

など

潟
かた

ではさまざまな光景
こうけい

が見
み

られました。

河北潟
かほくがた

ではフナなどの淡水魚
たんすいぎょ

に加
くわ

えてスズ

キ、ボラ、サユリ、シラウオ、ヤマトシジミ

など汽水性
きすいせい

の 魚
さかな

の漁獲
ぎょかく

もありました。女性
じょせい

たちはこの魚介類
ぎょかいるい

を金沢
かなざわ

や、遠
とお

くは福光
ふくみつ

方面
ほうめん

に売
う

りに歩
ある

きました。 

花園
はなぞの

や才田
さいだ

などの集 落
しゅうらく

では水田
すいでん

農 業
のうぎょう

に

力
ちから

を入
い

れていました。潟周辺
かたしゅうへん

の田
た

んぼには水路
すいろ

が縦 横
じゅうおう

に走
はし

り、舟
ふね

は農作業
のうさぎょう

に

は欠
か

かせないものでした。 

 

河北潟
かほくがた

の舟
ふね

と舟小屋
ふ な ご や

 

  河北潟
かほくがた

で使
つか

われていた舟
ふね

は平底
ひらぞこ

の舟
ふね

で、櫓
ろ

や竿
さお

を使
つか

って操
そう

作
さ

しました。各家
かくいえ

は

ヨシで屋根
や ね

を葺
ふ

いた独特
どくとく

の舟小屋
ふ な ご や

を

もっていました。家
いえ

によっては何艘
なんそう

も

の舟
ふね

をもっていて、 漁
りょう

のときや稲
いね

を

運
はこ

ぶときだけでなく、日 常
にちじょう

の移動
いどう

手段
しゅだん

として使
つか

っていました。舟小屋
ふ な ご や

は

河北潟
かほくがた

の湖岸
こがん

に独自
どくじ

の風景
ふうけい

を作
つく

って

いました。 

 

河北潟
かほくがた

と子
こ

どもたち 

 子
こ

どもたちにとっては河北潟
かほくがた

が遊
あそ

び場
ば

でした。５～６年生
ねんせい

にもなると各家
かくいえ

から

舟
ふね

を持
も

ち出
だ

して潟
かた

に集
あつ

まり、潟
かた

の深
ふか

いところまで漕
こ

いでいきました。夏
なつ

休
やす

みには、

潟
かた

で泳
およ

いで遊
あそ

びました。 

 男
おとこ

の子
こ

たちはフナ釣
づ

りを楽
たの

しみ、泥
どろ

の中
なか

にいるフナを手
て

づかみで獲
と

ることも

できました。女
おんな

の子
こ

たちは学校
がっこう

が終
お

わると夕 食
ゆうしょく

のおかずにシジミ貝
がい

を採
と

りにい

きました。また、深
ふか

いヨシ原
はら

をかき分
わ

けていき、ヨシキリやバンなどの巣
す

をみつ

け 卵
たまご

を採
と

っていました。鳥
とり

もちを使
つか

って小鳥
ことり

を獲
と

ったりもしました。 

河北潟
かほくがた

 

2,248ha 
干拓地
かんたくち

 

1,356ha 

農地
の う ち

面積
めんせき

 

1,071ha 

農 業
のうぎょう

施設
し せ つ

 

55ha 

道路
ど う ろ

・堤防敷
ていぼうしき

 

230ha 
残存
ざんぞん

水域
すいいき

（調整池
ちょうせいち

） 

596ha 

ポンプ 
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